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関西大学独逸文学会行事記録
(昭和60年4月～昭和61年3月）
O昭和60年6月30日昭和60年度総会および第59回研究発表会
総会議事
1）会長挨拶･……………………………………･……･……山下肇氏
2）編集報告……………･……･………………………･……渡辺有而氏
3）会計報告…･……………………･…………………･……杉谷眞佐子氏
研究発表
《4
WolfgangKoeppen,,DerTodinRom
．…………………………………･………･Dr.EckhardMomber氏
（京都大学）
…･………………………………………．．…山口裕氏（京都大学）
出席者31名
第60回研究発表会○昭和60年12月8日
会長挨拶･……………………･…………･…･……………･…･山下肇氏
研究発表
1）帰朝報告･……………………･……………………･……丸山三友氏
2） ドイツ民族学から学んだもの･…･･坂井洲二氏（関西医科大学）
出席者30名
その他
○ドイツ教授法講演会
InteraktionzwischenLehrendenundLernenden
……….．……………………………･…RudofSchulte-Pelkum氏
（立教大学）
出席者29名
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昭和60年度修士論文題目
???? ??
ドイツ語におけるアスペクト
H61derlinの,,Friedensfeier4(について
－その解釈と終末論的視点からの考察一
「ベルリン・アレクサンダー広場」と表現技法
??
永井達夫
昭和60年度卒業論文題目
ロマン主義時代のノヴェレーE.T.A.ホフマンの
「砂男」における二元世界
ThomasMann「マリーオと魔術師」について
,,EinHungerkiinstler@@及び
"Josefine,dieSangerinoderDasVolkder
MauseG@にみられるKafkaの芸術家像
戯曲"MasseMensch@@に見る政治家・倫理家として
のエルンスト・ トラーの人間像
「前代未聞の出来事」を通してのゲーテの世界観
シラーの｢マリーア・シュトゥアルト」(,,MariaStuart")
について
シラーの「たくらみと恋」 (,,KabaleundLiebe")
について
HermannHesse:"RoBhalde"における「芸術」と
「家庭」との対立
「盲目のジェロニモとその兄」に現れる体験話法とそ
の日本語訳に見られる特徴
「グリム童話」(,,Kinder-undHausmarchen")
一｢ヘンゼルとグレーテル｣，「白雪姫｣， 「灰かぶり」
安部ゆかり
石黒尚子
柏木徳美
萱原敬士
??
澤江
新宮
??
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－に関する一考察
レンツにおける社会批判一当時代の家庭教師像
「破戒の聖僧ヴィターリス」における聖謹の意味につ
いて
作品「シッダールタ」をめぐって
－象徴詩を捉える意義一
「ヴィルヘルム・マイスター」におけるミニョンにつ
山本久美子
米田ル ミ
’
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1｢独逸文学」31号執筆申し込み要領
1． 申し込み方法
執筆希望者は，昭和61年6月30日までに編集委員会に申し出ること．
論文の場合はその要旨（レポート用紙1枚以内，横書）を，論文題目，
口頭発表の有無および日本文・ドイツ文の別を記したものとともに，書
評・紹介はその題目と簡単な内容説明を付記して，昭和61年9月30日ま
でに編集委員会に送付のこと．
2． 原稿について
i)日本文の場合，論文は本文・注を合計し,400字詰横書原稿用紙40
枚，別に500語程度のドイツ文のレジュメを添えること．書評・紹介は
同上用紙20枚，レジュメは不要．
ii)ドイツ文の場合，本文・注を合計し, 5000語（タイプ印書）程度，
レジュメは不要．
いずれも完全原稿を昭和61年11月31日までに，編集委員会に送付．そ
の際，題目と氏名を日本文・ドイツ文で別紙に，記したものを添えるこ
と．
執筆申し込み，論文要旨，原稿送付とも締切り日厳守のこと．なお，
執筆申し込みの際， 「独逸文学」執筆要領を請求の上， これにしたがっ
て完全原稿を提出のこと．
掲載紙面の都合上，投稿原稿の採用有無については編集委員会へ一任
のこと．
口
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｜編集後記
関西大学独逸文学会は，昭和33年に機関誌「独逸文学」を創刊して以来毎年1～2回の
刊行を重ね， ここに第30号という一つの節目を迎えました．
本号の掲載論文は，語学4篇，語学教育法1篇という片寄ったものとなりましたが，次
号は必ずバランスのとれた体裁をとることを期待しています．新しい企画として，修士論
文の要約を載せました．
なお今回の執筆者諸氏が，いずれも提出期限を文字通りに厳守されたことは，編集者一
同にとって少なからぬ喜びです． このことが，第2世代に入る「独逸文学」の新しき良き
伝統の一環として定着するよう，会員諸氏のご協力をお願い致します．
編集委員会 杉谷眞佐子 浜本隆志
八亀徳也 渡辺有而
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